
西アフリカ「セネガル共和国」の子供達とラグビーの繋がり

セネガルにあるストリートチルドレン保護施設のラグビーチームに支援物資（ラグビーグッツ、勉強道具）を届けました。
実際に現地にいき子供達とラグビーをしてきました。※妻がJICA職員としてセネガルで勤務していました。

2020年コロナの影響で保護施設に必要な物資が届かず非常に困窮している状況だと妻から連絡がありました。
当時そこでチームメイトをはじめ、スポーツウェアを手掛けているBLK JAPAN、マウスガードを手掛けているMDR、
私の地元にある函館ラグビースクール など 様々なところからご協力いただき支援物資を集めることができました。

※2020年から定期的に支援させていただいています。（現在も継続中）

セネガル

約14,000km



【1回目】2020年11月
・多くの支援物資を届けることができました。※この時は妻が対応



【2回目】2022年7月
・実際にセネガルにいき保護施設があるサハラ砂漠の中で子供達とラグビーをしました。気温40度



【3回目】2023年5月
・またセネガルにいき日野レッドドルフィンズのジャージと勉強道具を届けました。



【4回目】2024年5月
・ラグビーグッツと勉強道具を届ける予定です。※妻が対応

この活動を通じてセネガルと日本がラグビーで繋がることができたら嬉しく思います。
いつか日本のLEAGUE ONEの舞台で活躍するセネガル人選手が輩出されることを夢見ています。
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